
                                                   
 
 
 
 

 
モニタリングの背景と目的  

 平成 16 年に発生した台風 18 号の被害を受けた野幌森林公園について「野幌森林再生プロジェクト」

を策定し、下記のとおりモニタリング調査方針の考え方を示した。 

100年前の原始性が感じられる
自然林を目指した森林づくり

（「野幌プロジェクト」）

森林の再生状況を把握し
今後の諸般の取組に反映

野幌自然環境
モニタリング調査

風倒被害箇所 良好な自然林比較

森林植生 歩行性甲虫相

菌類相 野生動物相 その他（市民参加）

野幌自然環境モニタリング検討会

林野庁北海道森林管理局
石狩地域森林ふれあい

推進センター

野幌プロジェクト
フォローアップ検討会

リーフレット
セミナー等

市民

②調査の目的

①目標

③調査の内容

④データの利用

 

 18 19 20 21 22 23 24 25 26

キタキツネ 6月

キタキツネ 9月

エゾタヌキ 6月

エゾタヌキ 9月

ネコ 6月

ネコ 9月

アライグマ6月

アライグマ9月

エゾユキウサギ 6月

エゾユキウサギ 9月

コウモリ類 6月

コウモリ類 9月

エゾシカ6月

エゾシカ9月

エゾクロテン 6月

エゾクロテン 9月

無人の眼が闇を撮す 
～野幌森林公園自動撮影装置による野生生物モニタリング～ 

 

石狩地域森林ふれあい推進センター 自然再生指導官 足立康成 

Memo 
                                                                                               
                                                                                               

使用している自動撮影装置 

撮影されたエゾユキウサギ 

観測結果概要（H19～H25） 

・生息する哺乳類相に目立つ 

  変化なし 

・エゾシカの撮影頻度は高くない 

・アライグマの撮影頻度は増加傾向 

 かつ広範囲で確認 
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